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１学期もあと尐しを残すこととなりました。息をつく間もないよう

な毎日でしたが、それだけ充実していたように思います。保護者の皆

様には、今学期も大変お世話になりました。 

 

※ＰＴＡ新聞かすが「読書啓発特集号」 

 先般配布いたしました、ＰＴＡ新聞かすが「読書啓発特集号」、ご覧

いただけましたでしょうか。今年度のＰＴＡのスローガン「親子で生

み出す アウトメディアの時間」に資するべく、７月１日発行されま

した。 

 文化委員の皆様、担任の先生たちには本当にお世話になりました。

家庭・学校で連携、協力してできた今回の特集号。本当に貴重なこと

と思い、この完成品は、私にとっても宝物のように思っています。 

 そこで、６日の全校朝会では、改めてこの特集号を子どもたちの前

で紹介するとともにそこに載っているおすすめポイントをいくつか紹

介させていただきました。 

 また、図書便り１号で紹介されていた３冊の本、 

☆パンのかけらとちいさいあくま ☆チムとゆかいなせんちょうさん 

☆時計つくりのジョニー  

これらについても紹介しました。図書館便りを受けて、せっかくだか

らと思いこの３冊のミニコーナーを作ってみましたが、子どもたちの

反忚があまりないように思っていました。しかし、「読みました」「知

っています」「保育園の時、読んでもらいました」などの声があり、思

っていたより多くの子どもが読んだり読んでもらったりしていたよう

でした。絵本ですので、どちらかと言うと低学年がよく読んでいまし

た。ちなみに、１年生では、担任の先生に、「チムとゆかいなせんちょ

うさん」を読んでもらっていたそうです。 

 というわけで、校長室前のミニコーナーは、先週までで終りにしま

した。(写真は、絵本を読んでいるところです。) 

ＰＴＡ新聞に載せられていた本を（すべてでは

ありませんが）、閲覧や貸し出しができるように

しています。個人懇談のお待ち合わせの時間にで

もお立ち寄りください。 

         

※夏休みに向けて、保護者の皆様へお願い 

これから夏休みに入りますが、健康で安全にそして心に残る毎日を

過ごすことができますよう、親子で一緒に決まりを作ったり、計画を

立てたりしていただきたいと思います。 

保健室から、「元気っ子歯ピカチャレンジアップ」（夏休み用）を、

１９日に配布させていただきます。その説明にもありますが、自分で

できると思える「めあて」をたて、それに向かって取り組んでほしい

と思います。１日３回の歯磨きが望ましいですが、強制するものでは

なく、自分の生活や歯の状態をもとに目標を決めて取り組ませていた

だきたいと思います。 

また、アウトメディアに関連して親子での楽しい活動体験を募集し

ています。ちょっとした親子の関わりが体力向上、巧緻性向上、コミ

ュニケーション向上につながると思います。楽しい書き込み（ネット

ではありません。実際に「親子で生み出したアウトメディアチャレン

ジ」の用紙にお書きください）、お待ちしています。 

益田市内の小学校の取組が新聞紙上やＮＨＫで取り上げられていま

した。シリーズ「アウトメディアと子どもたち３」（５月２日毎日新聞）

では、ある親子の「今までにやったことのないことをする」というチ

ャレンジが紹介されていました。例えば、 

＊急須でお茶を入れる ＊アイロンをかける ＊電球を交換する     

＊自転車のタイヤに空気を入れる  

 



＊米を洗って炊飯器のスイッチを入れる などの初体験を重ねていっ

たそうです。大人なら当たり前にできることをチャレンジの目標にし

ていましたが、子どもにとってはとても新鮮だったことでしょう。ま

た、短時間でできそうなことですし、これがメディアから離れること

につながればとてもいいと思います。後日配布します保健だよりでも

運動チャレンジメニューを紹介しています。親子で共に過ごせる時間

を生み出していきましょう。 

 

※７月５日参観日の感想より 

 尐し前のことになりますが、参観日にはお忙しいところご来校いた

だきありがとうございました。その時の感想もたくさんお寄せいただ

き、たくさんの励ましのお言葉をいただきました。重ねてお礼申し上

げます。 

 さて、その中でご意見や疑問点などありましたので、いくつかお知

らせしたいと思います。 

☆「見守り隊の皆さんとの交流会」というので、もっと関われるかと

期待したが、お世話になっているお礼も伝えることができず、親とし

ては残念だった。 

⇒例年見守り隊の方の対面式ということになっていましたが、隊の方

はすでによく知っているので、名称を交流会にしたらどうかというこ

とでした。時間も限られており、交流の場にはなりにくかったと思い

ます。今後ＰＴＡ生活委員の皆様と検討させていただきます。 

 

☆地域別で並び替える時、迷っていた児童が多かったように思う。地

区名が書いてあったカードも背の低い児童には見えにくそうだった。 

⇒この時の並び方について、登校班とは異なり、十分理解できていな

かったということだと思います。避難訓練などの機会をとらえ、さら

に指導していきます。また、カードについても見直したいと思います。 

 

☆ＡＥＤは学校にあるが、いざという時の緊急時には地域の方が使用

することができるのか。 

⇒授業日は、ぜひ使用していただきたいと思います。授業日でない時

は、役場やセンター、ＪＡ、消防署などに設置してあるものを使用し

ていただけたらと思います。 

 

随想 「夏休み」 

 子どもの頃の夏休みと言えば、お決まりのラジオ体操、宿題、海、すいか、・・・

と思い出は尽きない。遠い過去のことだが、鮮明に思い出す。 

 ラジオ体操は土日関係なく毎日あったし、帰ってからの朝食には必ずきゅう

りの漬物がついていた。近所の友だちと海へも行ったが、今のように車での移

動ではなく山の中を歩いて行くのだった。だから、泳いだ後、浜山の砂地を上

るのは本当に辛かった。縁側に座って祖父母たちとすいかを食べ、種を庭に散

らした。 

そして宿題と言えば、初めはよいよい、7 月を過ぎたらこわいこわい・・。

たまった宿題を片付けるのに大変だった。当時は「夏休みの友」という学習帳

のようなものがあった。「わからないところを友だちと一緒にやってくる」と

言って出かけたものの、本題が脇道に反れ、返って時間がかかる始末だった。 

 エアコンもなく扇風機だけの、とにもかくにも暑い毎年の夏だったが、平凡

な暮らしの中で元気に過ごしていた気がする。聞いたことは忘れやすいがやっ

たことは忘れられないという。夏休みは忘れられない思い出の宝庫である。 

９月１日（八朔祭の日）、宿題や工作を抱えて登校。かくして夏休みは終わ

りを告げた。 

 

＊お知らせ 

７月２０日（水）  １学期終業式 

７月２１・２２日（木・金）  個人懇談 

８月２１日（日）  ＰＴＡ親子奉仕活動 


